
（平成 29 年１１月２９～１2 月１日） 

男子 

団体戦 

（対 函館稜北） 松前 ０－３ 函館稜北 

（対 檜 山 北） 松前 ０－３ 檜 山 北  

（対 函館中部） 松前 ０－３ 函館中部 

（対 七 飯） 松前 １－３ 七 飯  

 

 

 

個人戦 

＜男子ダブルス＞ 

【１回戦】 

 三上・齊藤   【０－２】 （函館ラ・サール） 

[１３－２１   １８－２１] 

 

 田原・太田   【０ー２】 （函館商業） 

[１３－２１    ５－２１] 

 

 

＜男子シングルス＞ 

【１回戦】 

  三上 大和   【０－２】 （函大付属有斗） 

     [ ９－２１    ８－２１] 

 

  齊藤 陵太   【０－２】 （函大付属有斗） 

     [１４－２１   １２－２１] 

 

 

 

 

 

 

 

【２回戦】 

  太田  魁   【０－２】 （江差） 

     [ ５－２１    ２－２１] 

 

  田原  心   【２－０】 （八雲） 

     [２１－ ２   ２１－ １] 

 

【３回戦】 

  田原  心   【２－０】 （函館中部） 

     [ ５－２１    ５－２１] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

顧問寸評 

 今回の新人戦は今年度の最後の公式戦でした。生徒達にとっ

ては課題や、自分達が出来た事を見つけられる大会だったと感

じています。団体戦では、本校バドミントン部が４名というこ

とで、オープン参加の形で試合に臨みました。オープン参加で

すので、すでに１敗している状態からのスタートですが、生徒

達は状況の中でも力を出せたと思います。団体戦、個人戦とも

に、各上の相手でも力を出し、中には初めて勝利を挙げる事が

出来た生徒もいます。一方で、気持ちや集中力の課題が出た場

面もありました。残りわずかな部活動を悔いなく終える為にも、

状況に左右されない力を指導していきたいと思います。 

 最後に、また会場まで足を運び応援して下さった保護者の皆

様、改めてここで感謝の言葉を述べさせていただきます。ご迷

惑、ご負担をお掛けしますが、引き続きご支援の方、宜しくお

願い致します。 

 


